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当院は昭和５５年４０床で開院、
平成元年現在地に移転し、１１２床
増床となりました。消化器疾患を
中心に、血液内科・緩和ケアにも
取り組んでおり、平成２６年11月
に緩和ケア病棟を開設しました。
高齢化社会を迎えるにあたり、社
会が医療に求めるニーズは年々
増加していくことが考えられます。
看護師に求められる業務も病院
の中だけでなく、地域に向けた連
携が今以上に求められてきます。
対応できる体制の確立、人材育成
に取り組んでいます。笑顔と思い
やりを持ち、働き続けられる職場
を目指して試行錯誤の毎日です。
ともに頑張って頂けるスタッフを
募集しています。是非、一緒に働
きましょう。

看護部長 小野原 英美

MESSAGE

中津胃腸病院は、胃がん、大腸がんなど悪性疾患から、胆石症、クローン病、
大腸憩室炎などの良性疾患まで消化器疾患を中心とする急性期病院で、
肺炎などの高齢者救急にも対応しています。
悪性疾患の手術はもちろん、胆石、胆のう炎、ヘルニアなどの腹腔鏡下手
術を行っています。また、急性虫垂炎や消化管穿孔・腹膜炎については、的
確な診断と迅速な手術を行える体制を整えています。根治が得られなかっ
たがんに対しては、化学療法、緩和的治療まで当院で切れ目なく治療を行
うことができます。
また、平成２６年１１月緩和ケア病棟開設を致しました。そして、地域包括ケ
アシステムの中での当院の役割を果たすべく、平成２９年入退院支援セン
ターを開設し、令和５年地域連携センターに改名。入院予約をされた患者
さま及び当日入院決定された患者さま一人一人の状況を早期より把握し、
入院前・入院中・退院後も含めた多職種の連携による支援を提供できるよ
う、患者サービス向上を目指しています。また、地域の医療機関・施設から
のご紹介をよりスムーズに行えるよう支援しています。地域の皆さまが安
心して入院・退院できるよう取り組んでいます。訪問診療から訪問看護ま
で地域に根差した医療を提供しています。

著者：喜多代 司 所属：中津胃腸病医院 経営企画戦略室人事広報
大学卒業後、住宅メーカーにて営業職を10年経験し、2022年中津胃腸病院に入職



優
し
い
先
輩

仲
の
良
い
同
期
に
囲
ま
れ
て

私
は
こ
の
病
院
で
成
長
し
て
い
ま
す
。

休
日
は
、
買
い
物
に
行
っ
た
り
、
気
分

転
換
に
遠
出
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
当

院
が
あ
る
中
津
市
は
、
大
分
市
と
北

九
州
市
の
中
間
に
位
置
し
て
い
る
の
で
、

ど
ち
ら
に
も
車
で
行
く
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
よ
く
遊
び
に
行
っ
て
い
ま
す
。

先
輩
達
の
よ
う
に
効
率
よ
く
仕
事
が

で
き
る
看
護
師
に
な
り
た
い
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
看
護
に
対
す
る
知
識
を

増
や
す
必
要
が
あ
る
の
で
、
日
々
勉

強
で
す
。
ま
た
余
裕
を
も
っ
て
患
者
様

一
人
一
人
、
し
っ
か
り
と
向
き
合
っ
て

い
け
る
看
護
師
に
な
り
た
い
で
す
。

勉
強
や
実
習
な
ど
大
変
で
、
き
つ
い
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。
今
努
力
し
て
い
る
こ
と
は
、

働
き
だ
し
た
と
き
に
必
ず
役
に
立
つ

と
思
い
ま
す
。
私
は
看
護
師
と
い
う
職

業
を
と
て
も
尊
敬
し
て
い
ま
す
。
人
の

た
め
、
患
者
様
の
た
め
に
活
躍
で
き
る

こ
と
は
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
私
も
ま
だ
ま
だ
新
人
で
、
で
き
な

い
事
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
し
、
わ
か

ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

で
も
知
識
を
増
や
す
た
め
に
私
も
努

力
し
ま
す
。
当
院
は
三
年
目
の
看
護

師
か
ら
プ
リ
セ
プ
タ
ー
に
な
り
ま
す

の
で
、
私
も
将
来
プ
リ
セ
プ
タ
ー
と
し

て
指
導
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
も
あ
き
ら
め
ず
一
緒

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
一
緒
に

働
け
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

学
生
時
代
に
知
人
か
ら
紹
介
さ
れ
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
れ
ま
で
就
職
の
事

を
漠
然
と
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
調
べ
る
う

ち
に
当
院
に
惹
か
れ
て
入
職
を
希
望
し

ま
し
た
。

当
日
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
し
っ
か

り
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
患
者
様

と
向
き
合
い
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
り
、
意
見
を
傾
聴
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

？

覚
え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
事
で
す
。

わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
は
先
輩
看
護
師
に

聞
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
優
し
い
先
輩

ば
か
り
で
、
す
ぐ
に
頼
っ
て
し
ま
い
そ
う

に
な
り
ま
す
が
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
ゆ
っ
く

り
と
覚
え
て
い
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

入
職
し
た
初
日
に
、
同
期
の
職
員
と

一
緒
に
研
修
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
ゲ
ー
ム
を
す
る

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
年
齢
が
離
れ

て
い
る
人
も
い
ま
す
が
、
楽
し
く
話
を

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
今
で
は
わ

か
ら
な
い
こ
と
を
教
え
あ
っ
た
り
、
相

談
し
た
り
な
ど
、
皆
さ
ん
と
仲
良
く

し
て
い
ま
す
。

先
輩
や
プ
リ
セ
プ
タ
ー
の
方
は
、
皆
さ

ん
優
し
く
指
導
し
て
く
れ
て
、
親
切
に

接
し
て
く
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
迷

惑
ば
か
り
か
け
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
こ
の
病
院
を
選
ん
で
良
か
っ
た

と
感
じ
る
ポ
イ
ン
ト
の
ひ
と
つ
で
す
。



私
は
奨
学
金
を
利
用
し
て
看
護
学
校
に
通
っ

て
い
ま
し
た
。
当
院
は
学
生
の
支
援
も
行
い
、

過
ご
し
や
す
い
職
場
で
す
。
ま
た
、
当
院
は

消
化
器
疾
患
の
患
者
様
だ
け
で
は
な
く
、
循

環
器
な
ど
様
々
な
分
野
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
多
岐
に
わ
た
っ
て
患
者
様
と
の
関
わ

り
が
、
自
分
に
と
っ
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
な

る
と
考
え
た
の
で
、
入
職
を
希
望
し
ま
し
た
。

休
日
は
外
に
出
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
る
こ

と
が
多
い
で
す
。
職
場
の
先
輩
と
プ
ロ
野
球

観
戦
に
行
っ
た
り
、
カ
フ
ェ
巡
り
や
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

将
来
、
褥
瘡
認
定
看
護
師
の
資
格
を
取
り
た

い
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
沢
山
の
患
者
様
と
関

わ
り
、
知
識
や
技
術
を
磨
い
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
患
者
様
や
ご
家
族
、

ス
タ
ッ
フ
に
頼
ら
れ
る
よ
う
話
し
や
す
い
雰

囲
気
作
り
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

私
は
准
看
護
師
と
し
て
働
き
な
が
ら
学
校
に

通
っ
て
い
た
の
で
、
大
変
な
時
期
も
あ
り
ま

し
た
。
で
も
患
者
様
や
ご
家
族
が
喜
ん
で
い

る
姿
を
見
る
と
「も
っ
と
頑
張
ろ
う
」と
思
え

る
職
種
で
す
。
学
生
時
代
は
勉
強
や
実
習
で

心
が
折
れ
る
事
だ
ら
け
だ
と
思
い
ま
す
。
乗

り
越
え
た
先
に
、
素
敵
な
仲
間
や
先
輩
に
出

会
え
た
り
、
社
会
人
と
し
て
の
視
野
も
広
が

り
ま
す
。
大
変
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
一
緒

に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

私
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
に
勤
務
し
て
い

ま
す
。

学
生
時
代
の
実
習
に
来
た
時
、
指
導
し
て
頂

い
た
先
輩
看
護
師
さ
ん
が
優
し
く
て
、
そ
の

先
輩
に
憧
れ
て
、
同
じ
職
場
で
働
き
た
い
と

思
い
志
願
し
て
入
職
し
ま
し
た
。

言
葉
遣
い
に
は
気
を
付
け
て
い
ま
す
。
患
者

様
や
ご
家
族
、
先
輩
や
多
職
種
の
方
な
ど
、

話
を
す
る
機
会
は
多
く
あ
る
の
で
、
そ
こ
だ

け
は
気
を
付
け
て
い
ま
す
ね
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す(

笑)

先
輩
と
話
が
で

き
る
か
最
初
は
不
安
で
し
た
。
い
ろ
い
ろ
と

考
え
て
し
ま
っ
て
、
変
に
緊
張
し
て
い
ま
し
た

が
、
優
し
い
先
輩
ば
か
り
な
の
で
、
今
で
は
些

細
な
質
問
も
、
ど
ん
ど
ん
質
問
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
為
、
患
者
様
の
為
、
も
っ
と
知
識
を
つ

け
る
よ
う
に
努
力
を
し
て
い
き
、
患
者
様
か

ら
「あ
な
た
が
担
当
で
良
か
っ
た
」と
言
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
看
護
師
に
な
り
た
い
で
す
。

最
初
は
知
識
や
技
術
が
な
い
の
は
当
然
だ
と

思
っ
て
、
積
極
的
に
質
問
し
て
ほ
し
い
で
す
。

も
ち
ろ
ん
自
分
で
の
勉
強
も
大
切
で
す
が
、

こ
の
仕
事
は
、
日
々
成
長
が
実
感
で
き
、
や
り

が
い
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
入
職
さ
れ
る
時
に
は
プ
リ
セ
プ

タ
ー
が
出
来
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。



先輩看護師座談会
入職３年目から７年目の看護師に集結していただきました。
この５人の看護師は、実際に同じ病棟で勤務しながら後輩の育成の為
プリセプターをしています。年齢も近く仲が良いとのことで、座談会
を企画し密着してみました。
※左からSさん(5年)Kさん(６年)Dさん(７年)Yさん(７年)Tさん(3年)

D：みんな同じ急性期病棟なんです
よ。仲いいよね？
Y：年齢も近いし仲いいと思う。
S：仲が良いからこそ、仕事やプラ
イベートの事も相談してるしね。
K：でも、基本的に急性期病棟の看
護師は基本バタバタしてるよね？
T：入院と退院が多いですもんね。
K：本当に忙しくなると、ちょっとだけ
ピリッとするよね(笑)
全員：（笑）
S：そこの切り替えはみんなすごい
ですよね。
T：先輩の仕事モードすごいから
「頑張ろう」って思います。
Y：確かにONとOFFがしっかりしてい
る人が多いと思う。

D:そのへんは病院全体がそんな雰
囲気ですね。

K:急性期から緩和ケアまであるとこ
ろだと思います。
S：それぞれ看護の特色も違うので、

学びたい看護には積極的に学べま
す。
D：地域包括ケアから退院して、自

宅で訪問診療や訪問看護を利用し
ている患者様も多いよね。
Y：一貫性のある看護を学ぶことも
できますね。
T：認定看護師を持つ方も多くい

らっしゃるので、専門的な看護も学
べます。

D：Yさんとは同期で、Kさんは１つ、
Sさんは２つ、Tさんは４つ後輩です
ね。
Y：Kさんはほぼ同期なので、Sさん
とTさんは、後輩の中でもしっかりし
ているかなと思います。
K：後輩だけど焦ってるの見たこと
ないし、仕事もできるんです。
S：恥ずかしいです(笑)
T：DさんもYさんもKさんも仕事が早
いし、的確なので、頼れる先輩です。
S：相談もしやすいので、困ったとき
はいろいろ聞いています。
D：プライベートでも仲がいいよね。
K：全員揃うことはなかなかないけ

ど、ご飯いったり、飲み会したりし
てますね。

S：Kさんはお酒をのむとよくしゃべり
ますね(笑)
T：わかります。仕事とのギャップが

好きなので、そこで仲良くなったと
思います。
K：そんなことないよ(笑)私よりSさん
でしょ。
D：この話はいろいろ出てきそうな
のでここまでにしておきましょう(笑)

K：話しかけやすい雰囲気は作って
います。
S：わかります。どうしても忙しくなる

とバタバタする病棟なので、なるべ
く気にかけたり、逆に「悩んでること
ない？」って聞いたりしてます。
Y：あとはわかりやすく、適切に、教
えてます。
D：そうだね。問題が起こった時も、

その日のうちに解決できるように、
一緒になって考えてます。
T：私は付いたことのない処置があ

れば積極的に参加できるように声
掛けをしたりしています。
D：私達が新人の頃、プリセプター

の方にとても良くしていただいたの
で、私達もそんなプリセプターでい
たいなと思います。

K：どんな後輩でもたくさん入職して
くれると嬉しいです。
D：確かにそこは大切だよね。
S:私はコミュニケーションとってくれ
る人が良いです。
T：わかります。仕事でわからない
ことも聞いてくれる方がいいですね。
Y：確かに聞いてくれる人の方がい
いよね。
S：あと、ONとOFFの区別がしっかり

している人が良いですね。仕事は
ちゃんと仕事する。遊ぶときはしっ
かり遊ぶ。私達みたいな(笑)
全員：（笑）

D：からあげ
全員：（笑）
K：最近はオシャレなカフェも多くで

きてますし、ご飯もおいしいところ
が多いです。
T：居酒屋も多いし、日ノ出町商店
街はよく行きます。
S:ぜんぜん別ですが、肌のケアを

してくれるお店があって、そこは本
当にオススメです。
Y：中津市はお店がギュッと集まっ
てるから住みやすいしね。
D：都会過ぎないので、一人暮らし
にはオススメです。

D：自分達がプリセプターの先輩を

目標にしたように、自分達を目標に
してもらえるような、頼りになるプリ
セプターでいたいと思っています。
Y：看護師という仕事は、きついこと

もたくさんあって、悩むこともたくさ
んあると思うけど、そこに気が付い
てあげることができる、そんなプリ
セプターでいたいですね。
K：話しかけやすい雰囲気を作って

あげたいですね。先輩ってだけで
話しかけにくいと思うので、そこは
なくしてあげたいなと思います。
S：私も頼りになるプリセプターでい

たいですね。職場では先輩として
しっかり指導しますが、プライベー
トは先輩っというよりも「お姉ちゃ
ん」みたいな関係がいいです。新
人さんとご飯に行ったりしたいです。
K：私もプリセプターをしていただい

た方が目標ではあるので、新人さ
んから見て、しっかりして優しい、
そんなプリセプターでいたいなと思
います。
D：みなさんと働ける日を楽しみに
しています。



外 来
中津胃腸病院で患者様の
窓口にあたる、「外来」に潜
入してきました。みなさんは、
外来看護師のことをどこま
で理解しているでしょうか？
私自身、「病院に通院した
際に対応してくれる看護師
さん」のイメージです。実際
に行っている仕事内容など
は、わからないことも多いと
思います。そこで今回は、
そんな疑問を解消すべく外
来に潜入してきました。

そもそも外来とは、患者様
が入院せず病院に通院し
て頂き、診察を行う場所の
ことをいいます。よく「外来
患者」という言葉を耳にしま
すが、これは入院していな
い患者様を指しています。
当院では、外来に来られた
患者様が、実際に処置を必
要とし、それに対しての対
応を行うのも外来看護師の
仕事になります。診察を受
け、入院が必要な患者様や
そのご家族様などの対応
や手続きなども仕事内容に
含まれます。そのため、外
来看護師は患者様の状態
を把握し、ニーズに応じた
判断力が求められます。

そんな外来看護師ですが、
休日が固定なので、プライ
ベートな時間を計画しやす
いのが特徴です。子供の行
事や友達との旅行や買い
物など、充実した休日にし
てみるのも良いかもしれま
せん。

当院の主な仕事内容として
は、通院して頂いた患者様
の診察補助・処置や指導・
発熱外来の対応などがあり
状況に応じて柔軟に対応し
ています。

医師が患者様へスムーズ
に診察・検査できるよう、外
来看護師は患者様を診察
室に案内したり、バイタル
チェックを行ったり、医師が
使用する器具の準備を行っ
たりします。これは私の外
来看護師のイメージと同じ
で、医師や患者様に対する
きめ細やかなサポートや気
配りを常に行っているのが
印象的でした。

外来で診察を受けた患者
様を医師の指示通りに処置
を行います。その後帰宅し
た際に、服薬や生活制限な
どを行えるよう、診察後に
再度看護師から患者様に
対して生活指導を行います。
患者様の中にはご高齢の
方も多く、優しい言葉で話を
しているのが印象的でした。
また、入院での治療が決
まった場合は病棟の担当
看護師に患者様の状況を
報告したり、患者様に再度
説明したりすることも外来
看護師の役割です。

近年、新型コロナウイルス
に対応すべく、当院では発
熱外来を設けています。発
熱症状のある患者様など
の抗原検査やPCR検査を
行うのも外来看護師の仕事
になります。感染が落ち着
いてきたとは言いますが、
緊張感のある雰囲気の中
「最前線で戦っている」そん
な印象を持ちました。



急 性

期

「一般急性期病棟」と聞くと、み
なさんどんなイメージでしょう
か？私は、「入退院が激しい」
「重症な患者様が入院」といっ
たイメージがあります。そんな
一般急性期病棟である2病棟で
働く看護師に密着取材を行うべ
く、潜入してきました。当院には、
現在外来診療で入院が必要と
なる患者様には、2病棟と3病
棟のどちらかに入院していただ
いています。両病棟に潜入取材
を行う中で、患者様の入院期間
での目的が違うように感じまし
た。（3階病棟は次のページでご
紹介いたします）

まず、今回潜入しました2階病
棟である「一般急性期病棟」は、
手術前、手術後の患者様が多く
入院しています。また、急変す
る恐れのある患者様など多岐
にわたった疾患の患者様が入
院し治療を行っている病棟にな
ります。

基本的には入退院が多く、入院
や退院の準備や対応、手術前
や手術後の患者様のケアなど
が主な仕事としてあげられます
が、患者様の性格や病状によっ
て、対応が変わり、多岐にわ
たって柔軟に対応しています。

一般急性期病棟には手術を控
えた患者様が多く入院しており
ます。
患者様にとって、手術は精神的
な不安があり、病状によっては
痛みがある患者様もいます。そ
のため、毎日、朝と昼に検温に
回る際などは、重症度などを考
えて回り、患者様の変化や、些
細な言動なども取りこぼさない
よう、コミュニケーションをとりな
がら声掛けをし、記録を行って
いました。患者様が看護師が来
ると、嬉しそうに話している姿を
見ると、私も自然と笑顔になっ
ていました。

手術を行い痛みがある患者
様などは、痛みのコントロー
ルを考えながらケアを行って
います。寝たきりの患者様な
ども多く、褥瘡などのケアを
行いながら保清などを行い、
患者様に変化などが無いか、
注意深く観察を行っています。
取材当日、病状も回復し、退
院していかれる患者様がい
らっしゃいました。看護師が
患者様やご家族から「ありが
とう。あなたが担当で良かっ
た」と言っていただけていまし
た。その時の患者様の笑顔
と、嬉しそうに答えていた看
護師の顔がとても印象に残っ
ています。

「中津胃腸病院」という名前
ですので、胃や腸などの疾患
を持つ患者様が多く、入院し
ています。高齢者の患者様も
多く、日によって容体が変化
することが多くあります。その
ため看護師には柔軟な対応
が求められます。今年入職し
た新人看護師もプリセプター
や先輩看護師などに質問し
ながら、日々成長しています。
20代30代の看護師も多く、
実際に密着取材を行う中で
新人看護師が、先輩看護師
に質問していました。年齢の
近い看護師が多く質問しや
すい環境なのも特徴かもしれ
ません。新人だけではなく、2
年目3年目の看護師や、中堅
看護師に至るまで、いろんな
看護師がコミュニケーション
をとりながら、「最善の看護を
提供している」と感じました。



地 域

包 括

地域包括ケア病床をみな
さんご存知でしょうか？異
業種から転職してきた私は、
当院に入職するまで知りま
せんでした。そんな、私も
勉強を兼ねて、３病棟に潜
入取材を行ってきました。
実際に行う仕事内容や、２
病棟（一般急性期）との違
いを感じていければと思い
ます。

まず密着するにも、地域包
括ケア病床について理解
しておかないといけません。
地域包括ケア病床とは、患
者様の病状が安定後、安
心して自宅に帰宅し、かつ
自分らしい生活を行うため
に入院する病床のことで、
入院できる日数は、原則最
長60日以内と定められて
います。そのため、およそ
2か月の間に、「在宅復帰
ができるまでの回復」を目
的・目標としたリハビリのプ
ログラムが組み込まれま
す。また看護師のほかに
理学療法士・作業療法士・
言語聴覚士などリハビリの
専門職や管理栄養士など
が、医師の指示にもとづい
て患者さんへのリハビリ指
導・生活動作支援や栄養
指導を行います。チーム医
療としての側面も強く、社
会福祉士やあらゆる専門
職とともに入院患者さんの
医療ケアやサポートを行っ
ています。

地域包括ケアで働く看護
師の主な仕事内容は、入
院の受け入れ・退院の支
援・ご家族の支援・患者様
やご家族、各種専門職間
の調整になります。通常の
看護業務のほか、患者様
が在宅復帰に向けてのリ
ハビリを行ったり、患者様
とご家族に復帰後の生活
イメージをしてもらうための、
マニュアル作成をしていま
す。

地域包括ケアの看護師は、
患者様の入院受け入れを
サポートしています。特に
多いのは、急性期治療が
終了した直後の患者様で
す。急性期病棟での入院
や治療が終了し、退院でき
る状態でも、退院後の生活
が不安な患者様は少なく
ありません。患者様が安心
して在宅復帰ができるよう
支援を行います。

多くの患者様は「在宅での療養
生活」のイメージが出来ていな
いそうです。在宅療養中はどの
ように過ごすべきか、看護師が
患者様に向けて、退院後の生
活をイメージしたうえで安心して
退院できるよう、専用のマニュ
アルを作成していました。患者
様に適したサポートを行うこと
が大切なのだと感じました。

退院後の患者様を支えるご家
族もまた、「在宅療養中、自分
は適切な介護を行えるのか」な
ど何らかの不安を抱えていると
のことです。看護師に聞くと「患
者様が安心して自宅で過ごす
ためには、ご家族の協力が欠
かせません。患者様と、ご家族
がともに安心して過ごすために、
ご家族にも支援しています」と
のことでした。

患者様が、よりよい状態で退院
し、安心して在宅や施設での療
養生活を送るためには、医師・
看護師・リハビリ・管理栄養士・
社会福祉士などあらゆる専門
職からの支援が必要になります。
さまざまな専門職の間に立ち、
患者様やその家族の情報を共
有していました。入院している
時だけではなく、患者様やご家
族のその後の生活も考えて医
療を提供しているのが印象的で
した。



緩 和

ケ ア

当院の特徴のひとつでもある
緩和ケア病棟に潜入取材を行
いました。実は私の祖父も当
院の緩和ケアを利用した患者
のひとりです。当時は職員とし
て関わるなど思ってもいませ
んでしたが、密着取材を行う
中で見えてきた、緩和ケア病
棟で働く看護師を紹介できれ
ばと思います。

まず緩和ケアとは、生命を脅
かす病に関連する問題に直面
している患者様とそのご家族
のQOLを、痛みやその他の身
体的・心理社会的・スピリチュ
アルな問題を早期に見出し的
確に評価を行い対応すること
で、苦痛を予防し和らげること
を通して向上させるアプローチ
を行うことを言います。当院の
緩和ケアは大分県北部でもい
ち早く取り組みをはじめ、患者
様に対して、体と心の痛みを
和らげる総合的ケアを提供し、
患者様が最期まで自分らしく
生きられるように支援していま
す。

緩和ケア病棟に配置される看
護師は、医師の指示のもと担
当患者様のケアを行っていま
す。患者様ひとりひとり症状や
痛みが違うため、痛みのコント
ロールができるよう、薬物治療
などを用いています。また、患
者様だけではなく、ご家族のケ
アを行っています。当院では、
緩和ケアに関する専門的な知
識と高いスキルをもった認定
看護師も在籍しています。また、
他部署との連携を図り、病院
全体で患者様とご家族をサ
ポートしています。

緩和ケア病棟に入院されてい
る患者様に、最期まで自分ら
しく生きていただきたいと考え、
四季折々のイベントを行って
います。潜入取材を行った時
期では、夏の花火大会に向け
て準備を行っていました。打ち
上げ花火や手持ち花火などた
くさんの花火や出店を準備し
ていました。患者様とご家族
様との思い出になればと考え、
毎年企画している大イベントで
す。そのほかでは、子供神楽
やお茶会、クリスマスなど季節
に合わせてイベントを準備して
います。準備を行う看護師に
話を聞くと「毎年パワーアップ
して準備が大変」とのことでし
た(笑)

「ものすごく苦労しました」と看
護師は口をそろえて答えます。
実は当院の緩和ケア病棟は
面会を時間制ではありますが
許可していました。もちろん許
可をするということは感染のリ
スクも高くなります。しかし、患
者様がご家族に会った時の笑
顔にはかえられません。現在
も細心の注意を払いながら、
仕事に取り組んでいます。

緩和ケア病棟の看護師が他
病棟と大きく違うのは、患者様
の疼痛コントロールがあげら
れると思います。薬物療法な
どをもちいて、患者様の痛み
の管理を行っていきます。患
者様ひとりひとりで症状や痛
みが違います。患者様の状態
を基づいて医師に相談し、そ
のうえで投与やケアを行って
います。また、ご家族のケアも
大切な仕事のひとつになりま
す。最期をむかえるにあたり、
ご家族のメンタルケアを行いま
す。そのため、日頃よりご家族
の話を聞き、患者様との関係
性などを把握していきます。ご
家族の希望で自宅で最期を迎
えたいといった要望も、柔軟に
対応します。当院の救急車な
どを利用し自宅へ送り届けて
います。今回密着潜入して感
じた事は、患者様やご家族と
の関わり方、最期まで自分ら
しくいてもらうために考える看
護師の姿を見て、祖父の入院
していた時を思い出し、こんな
に考えてもらってていたことに
感動しました。是非当院の緩
和ケア病棟に見学にいらしてく
ださい。
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2022年 手術実績

■手術件数 737件
■消化管悪性腫瘍手術 40件
■胆石症・胆嚢疾患(良性)手術 40件
■肛門疾患手術 53件
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2022年 緊急受入れ実績
■救急車受け入れ件数 594件
■時間外受入れ件数 1783件
■COVID-19入院患者数 183件

みなさん病院で働く救急救命士がいる
ことをご存知でしょうか？私は救急救
命士と聞くと消防署の救急隊として働
きながら、体を鍛えている。そんなイ
メージですが、じつは病院で勤務して
いる救急救命士も全国にはたくさんい
ます。当院にも２０２３年度に新卒で入
職してくれた救急救命士がいます。当
院は、救急外来を２０２２年３月にリ
ニューアルオープンし、２４時間３６５日
万全の状態で受入れを可能にしました。
そんな、救急外来で働く、新人救急救
命士にインタビューしてきました。

現在、主に外来で勤務しながら、救急
で来院される患者様の対応や、外来
患者様の問診などを行っています。当
院には患者様を病院間で搬送する救
急車があり、搬送を行うさいには同乗
しています。

当院にも男性看護師が勤務しており、
なかでも勤務歴が長く、現在手術室の
担当をしている男性看護師がいます。
そんな男性看護師にインタビューして
きました。

現在の所属は手術室を担当しながら
病棟勤務を兼任して行っています。勤
務歴は１０年目になります。

そうですね。手術前後を含めた周術期
として患者様にかかわることが出来て
いると思います。

病棟と兼任という立場なので、手術を
安全かつ円滑に遂行できるように、全
体の把握や器材の管理などを行って
います。

和気あいあいとしてます。いい意味で
ですが、ONとOFFのメリハリがしっかり
してるんですよ。これに関しては看護
部に限ったことではないんですが、当
院のスタッフは、働くときはちゃんと真
面目に働く。遊ぶときは、とことん楽し
む。みたいな人が多いので看護部だけ
ではなく病院全体がこんな雰囲気です
ね。

今は勉強や実習できついことも多いと
思います。自分も看護師の先輩も、み
んな同じ経験をして看護師になってい
ます。なので先輩看護師を頼ってほし
いです。わからない事や悩みを共有で
きたらと嬉しいなと思います。みなさん
と働ける日を心待ちにしています。

そうですね(笑)学校にも少なかったで
すし、どうしても女性の職場のイメージ
がつよいかなと思います。実際働くと、
男性看護師が必要な機会は多くある
ので、本当に増えてほしいと思います。

看護を提供するうえで、各場面や役割
で何が自分に求められ、自分が何をし
なければならないのかを判断し、実行
しなければいけないので、そこは苦労
しました。今までの経験を糧に行動出
来ていることも増えてきましたが、今も
継続して研鑽しています。

・・・。あんまりないんですよね(笑)当院
の看護師は優しい方ばかりですし、よ
く話してくれるので、苦労した覚えがな
いんですよ。

「救急救命士＝消防署」のイメージを
持つ方も多いと思います。学校に通う
中で、就職を考えたときに、地元の病
院で救急に力を入れている病院がいく
つかあり、たくさんの知人に話を聞い
た中で、当院ことを知り興味を持ちまし
た。今は、救急の認定看護師の方や、
外来の看護師さんに教えてもらいなが
ら、少しずつできる処置を増やしていま
す。当院の救急外来はリニューアルし
たばかりで、救急車の受け入れ件数も
年々増加傾向にあり、「困ったときの中
津胃腸病院」と言ってもらえるように
日々努力しています。

まだ入職して間もないので、わからな
いことも多いですが、たくさんの患者様
と携わり、「ありがとう」と笑顔で言って
もらえると「頑張ろう」ってなります。

基本、外来看護師の先輩方と行動して
いるのですが、優しい先輩ばかりで本
当にいい職場だと思います。他部署の
方と関わることも多くありますが、皆さ
ん本当に優しい方ばかりです。

個人的な目標としては、知識をもっと
増やしていきたいなと思います。状況
に応じた柔軟な対応が出来るようにな
りたいです。あとは、地域の救急隊か
ら「救急なら中津胃腸病院」と言っても
らえるように努力していきたいと思いま
す。

右も左もわからないことが多いと思い
ますが、積極的に学ぶ姿勢をもって頑
張っていただければと思います。



最も身近な先輩として指導、サポートし
相談に乗ります。現場では、他の看護師
やスタッフなど病棟全体で新人育成の
フォローをします。

資格取得に向けた支援制度があります。それぞ

れ専門分野を生かした看護実績をサポートし、

質の高い看護を提供できるよう活動します。

当院は専門分野でのプロフェッショナルな看護

師を増やすため、看護スキル・知識の向上に病

院全体でサポートを行っています。

プリセプター
制度

患者に必要とされる診療行為を医師や他の医療

従事者と連携・協働し、効果的・効率的・タイム

リーに実践できる能力を備えた看護師を言いま

す。一定期間専門的知識・技術を学びます。

資格取得
支援制度

認定
看護師

NP
診療

看護師

STEP1
ラダー新人

STEP2
ラダーⅠ

STEP3
ラダーⅡ

STEP5
ラダーⅣ

STEP6
ラダーⅤ

STEP7
管理職

STEP4
ラダーⅢ



合同説明会参加(マイナビ)
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Hello!

Nakatsu
入職すると暮らすことになる中津市を
新人看護師と共にリポートいたします。
是非中津市に来た際は行ってみてね。

中津城

合元寺中津
からあげ

青
の
洞
門

1588年に豊臣秀吉の側近で軍師でもあった

黒田官兵衛が築城し、今治城と高松城に並
ぶ日本三大水城の1つに数えられています。

二の丸公園には多くの桜の木があり、春に
なると花見などで賑わいを見せています。

赤壁として有名な合元寺ですが、中津城近
辺には城下町の雰囲気が多く残っています。

夏には中津祇園があり、中津市民だけでは
なく、多くの観光客も参加するお祭りです。

JR中津駅近くにある商店街で、昼間は商店

街。夜は居酒屋などが多く賑わいを見せる
お気に入りの場所です。おいしいご飯屋さ
んも多くあり、お気に入りのお店を見つける
のも良いかもしれません。

中津と言えば？の質問にほとんどの方は
「からあげ」と答えるのではないでしょうか？
中津市は、からあげの聖地ともいわれ、
コンビニより多くのからあげ専門店があります。

お店ごとに味が違うので、お気に入りのお店を
見つけてみてください。

中津市耶馬渓町にある青の洞門。
秋には紅葉がきれいで、有名な観光地です。

紅葉のシーズンはバイクのツーリングや観光
客で賑わいを見せ、夜になると幻想的なライ
トアップを行っています。

日ノ出町
商店街

塩派？
醤油派？
好きなお店を
見つけてね！

中津城にある
からくり人形の
おみくじ

仕事運と恋愛運
どっちも大切！


